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Mahāśītavatīの注釈書について
─Mahādaṇḍa dhāraṇīとの比較を中心に─＊

園　田　沙弥佳

1 ．はじめに

　Mahāśītavatī『大寒林陀羅尼』（略号 ŚV）は 5 種の初期密教経典の集成である五護陀羅

尼（Pañcarakṣā）1 に属しており、先行研究において 2 種類の存在が確認されている 2。従

来の五護陀羅尼研究では「五護陀羅尼」という語を示す際、特に言及がある場合を除き、

サンスクリット・テキスト、漢訳、チベット語訳間で内容が共通する経典を指すことが多

い。一方、チベット大蔵経における 2 種の ŚV のうち「大寒林」の名を持つ経典（後述す

る ŚV-B 本）と Mahāmantrānusāriṇī『大護明陀羅尼』には、チベット語訳にのみ存在する

内容があることが［岩本 1937a：序説］［Skilling 1992：141-142］［奥山 1998］等の研究に

よって指摘されている 3。五護陀羅尼の構成はその内容から 2 つの系統に大別されること

から、本論文では五護陀羅尼に属する各経典の内容を明確に区別するため、サンスクリッ

ト・テキスト、漢訳、チベット語訳間で共通する内容を「サンスクリット系統」、チベッ

ト語訳にのみ存在する内容を「チベット語訳系統」と称する。

　本論文で取り上げる ŚV には、以下の 2 種類の内容が存在している。第一に、経題は異

なるがサンスクリット系統内で内容が共通する Mahādaṇḍa dhāraṇī『聖持大杖陀羅尼』4

（以下 ŚV-A 本と称する）、第二に、経題に「大寒林」の語が含まれる Mahāśītavana sūtra

『大寒林経』5（以下 ŚV-B 本と称する）である。ŚV-A 本はサンスクリット系統、ŚV-B 本

はチベット語訳系統の五護陀羅尼に含まれていることから、ŚV は五護陀羅尼の 2 つの系

統を区別するための重要な経典の一つである。

　11 世紀初頭 6 のカルマヴァジュラ（Karmavajra、Las kyi rdo rje）は、Mahāpratisarā『大

＊ 本 研 究 は JSPS 科 研 費 JP19K12950 の 助 成 を 受 け た も の で あ る。This work was supported by JSPS 
KAKENHI Grant Number JP19K12950（Grant-in-Aid for Young Scientists）。

1 Mahāpratisarā『大随求陀羅尼』、Mahāsāhasrapramardanī『守護大千国土経』、Mahāmāyūrī『孔雀王呪
経』、Mahāśītavatī『大寒林陀羅尼』、Mahāmantrānusāriṇī『大護明陀羅尼』の 5 種。

2 （Skilling 1992: 141-142）（奥山 1998：68-71）
3 筆者は［園田 2016］［園田 2018］において、それぞれ ŚV と『大護明陀羅尼』の具体的な内容構成を

サンスクリット・テキスト系統とチベット語訳系統間で比較検討し、両経典のチベット語訳はサンス
クリット・テキストおよび漢訳の内容と比較して大きく異なっていることを明らかにした。

4 ’phags pa be con chen po zhes bya ba’i gzungs（Ārya mahādaṇḍa nāma dhāraṇī）, D, No.606＝958 P, No.308
＝583

5 bSil ba'i tshal chen po’i mdo（Mahāśītavana sūtra,『大寒林経』）D, No.562 P, No.180
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随求陀羅尼』を除く 4 種の五護陀羅尼に関する注釈書を著している 7。そのうち『明呪大

妃大寒林経十萬註』Mahāśītavatīvidyārājñī-sūtra-śatasahasraṭīkā 8-nāma（略号 ŚVŚS）9 はチ

ベット大蔵経に収録されている ŚV の注釈書であるが、その内容はチベット語訳において

「大寒林」の名を持つ ŚV-B 本とあわせて ŚV-A 本の注釈もなされている 10。本論文では

ŚV の注釈書である ŚVŚS の内容構成を明らかにした上で、2 系統の ŚV の位置づけについ

て述べる。また、ŚVŚS で注釈の対象としている経典のうち、今回は ŚV-A 本のテキスト

部分を抜粋・再構成し特色を明らかにすることで、2 種の ŚV が成立した背景を解明する

一助としたい。

2 ．MahāśītavatīとMahādaṇḍadhāraṇī

　五護陀羅尼に属する経典はサンスクリット・テキスト系統の 5 種に加え、チベット語訳

系統に含まれる ŚV-B 本と Mahāmantrānudāri-sūtra 11 の 2 種を合わせた計 7 種類が確認さ

れている（次ページの表 1 参照）。ŚV-A 本はサンスクリット系統の五護陀羅尼の中で最も

短い分量の経典だが、前述のチベット語訳系統に含まれる ŚV-B 本を含めた場合は 7 経典

中 4 番目に分量が多い経典となる 12。

　ここで 2 種の ŚV の内容に関して簡単に述べると、ŚV-A 本は寒林で様々な障りに苦し

められていたラーフラに対して世尊が大寒林陀羅尼を授ける場面が説かれている。他方、

ŚV-B 本は世尊と四天王の対話が中心で、世尊が四天王の陀羅尼より優れた「大寒林陀羅

尼」を授ける場面が説かれている。なお、ŚV-B 本にラーフラの名は直接登場しない。前

述の通り、両者は先行研究において ŚV と見なされているものの、ŚV-A 本、B 本間の経

題は異なっている上、内容構成自体にも大きく相違がある。

　ŚV の経題に関しては、［塚本他 1989 91-92］［Hidas 2017: 451］において「大寒林［とい

う名の］陀羅尼」「大寒林大杖陀羅尼」等といった複数のバリエーションが存在すること

が示されている。漢訳では『大寒林聖難拏陀羅尼経』と名付けられており、経題の「難

拏」は『仏書解説大辞典』『密教大辞典』によると「歓喜」の意味であると示される一方、

［岩本 1937a：10］［奥村 1973：42-43］ではサンスクリット語の ʻdaṇḍa’（杖）の音訳であ

6 （Hidas2017: 451）
7 Mahāsahasrapramardanīsūtra-śatasahasraṭīkā『大千善摧経十萬註』（D, No. 2690 P, No. 3514）、

Mahāmayūrīvidyārājñīsūtra-śatasahasraṭīkā-nāma『明呪王大孔雀経十萬註』（D, No. 2691 P, No. 3515）、
Mahāmantrānudhāraṇīsūtra-śatasahasraṭīkā『大秘密真言随持経十萬註』（D, No. 2692 P, No. 3516）

8 原文では “-śatasaharaṣaṭīkā-” とある一方、東北目録および大正目録では -śatasahasraṭīkā- として収録さ
れている（東北目録では原文のローマナイズが注記されている）。

9 Rig sngags kyi rgyal mo chen mo bsil ba’i tshal gyi mdo’i ’bum ’grel zhes bya ba （D, No. 2693 P, No. 3517）
10 SONODA, Sayaka. 2021. “The Composition of the Pañcarakṣā.” Journal of Indian and Buddhist Studies 69 に掲

載予定
11 Gsang sngags chen po rjes su 'dzin pa’i mdo（『大真言随持経』）D, No.563 P, No.181
12 Mahāpratisarā P. No. 179, 119b4-141b4、Mahāsāhasrapramardanī P. No. 177, 63b7-87b7、Mahāmāyūrī P. 

No. 178, 87b7-119b4、Mahāśītavatī P. No. 180, 141b4-153b5（cf. Mahādaṇḍadhāraṇī P. No.308, 76a2-78a4）、
Mahāmantrānusāriṇī P. No. 181, 153b5-160a4（cf. Ārya-vaiśālī-praveśamahā-sūtra P, No. 142, 9a6-13a8）
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るという。前述のようにチベット語訳 ŚV-A 本の経題にも ʻbe con’（杖）が用いられている

ことから、漢訳経題の「難拏」は ʻdaṇḍa’ の音訳と解釈することが適切と思われる。

　また、近年［Hidas2017：452-3］の研究によって ŚV の経題にはかなりの流動性を示し

ていることが指摘されており、Mahādaṇḍadhāraṇī を原型として Mahāśītavatī へと変化した

可能性があるといわれている。これらの経題のバリエーションは東大写本松濤目録

（Matsunami 1965：315）において確認できるため、ŚV の経題の相違は訳出元の写本に由

来するものと推察される。次に、ŚV の注釈書における 2 種の ŚV の位置づけについて述

べよう。

サンスクリット・テキスト系統 チベット語訳系統 （参考）Karmavajra注釈書
『大随求陀羅尼』

（※梵蔵漢で共通） ─

『守護大千国土経』
（※梵蔵漢で共通）

『大千善摧経十萬註』
Mahāsahasrapramardanīsūtra-

śatasahasraṭīkā
D, No. 2690 P, No. 3514

『孔雀王呪経』
（※梵蔵漢で共通）

『明呪王大孔雀経十萬註』
Mahāmayūrīvidyārājñīsūtra-

śatasahasraṭīkā-nāma

D, No. 2691 P No. 3515
『大寒林陀羅尼』（ŚV-A本） 『大寒林陀羅尼』（ŚV-B本）

『明呪大妃大寒林経十萬註』
（ŚVŚS）
rig sngags kyi rgyal mo chen mo bsil 
ba’i tshal gyi mdo’i ’bum ’grel zhes 
bya ba 

（ Mahāśītavatīvidyārājñī-sūtra-
śatasahasraṭīkā-nāma）
D, No. 2693 P, No. 3517

Skt.	 Mahāśītavatī
	 （Iwamoto1937b）（Hidas2017）
Chi.	 『大寒林聖難拏陀羅尼経』
	 （大正21, No. 1392）
	 宋法天訳Ad.984
Tib.	� ’Phags pa be con chen po 

shes bya ba’i gzungs

	� （Ārya mahādaṇḍa nāma 
dhāraṇī, 『聖持大杖陀羅尼』）

	� D, No.606＝958 P,No.308＝
583 

	 Jñānasiddhi, Dānaśīla, 
	 Ye shes sde訳（8C頃）

Skt.	 ⇒欠
Chi.	 ⇒欠
Tib.	� bSil ba’i tshal chen po’i 

mdo
	� （Mahāśītavana sūtra, 『 大

寒林経』）
	 D, No.562 P, No.180
	� Śīlendrabodhi, Jñānasiddhi,
	� Śākyaprabha, Ye shes sde

訳

『大護明陀羅尼』（MN-A本） 『大護明陀羅尼』（MN-B本）

『大秘密真言随持経十萬註』
gsang sngags chen mo rje su ’dzin 
ma’i mdo’i ’bum ’grel

（Mahāmantrānudhāraṇīsūtra-
śatasahasraṭīkā）
D, No. 2692 P, No.3517

Skt.	 Mahāmantrānusāriṇī
	 （Skilling1994, 608-622）
Chi.	 『大護明大陀羅尼経』
	 （大正20, No. 1048）
	 宋法天訳Ad.984
Tib.	 欠

（※�Ārya-vaiśālī-praveśamahā-
sūtra（D, No.312 P, No. 142）
および根本説一切有部律『薬
事』中の Bhaiṣajyavastu（P, 
No. 1030 D, No. 1）と関連が
深い）

Skt.	 欠
Chi.	 欠
Tib.	� Gsang sngags chen po rjes su 

’dzin pa’i mdo

	� （Mahāmantrānudāri sūtra, 
『大真言随持経』）

	� D, No.563 P, No.181
	� Śīlendrabodhi, Jñānasiddhi, 

Śākyaprabha, Ye shes sde
訳

表 1．系統別Pañcarakṣā構成表 13

13 この表は［Iwamoto1938］［塚本・松長・磯田 1989］［奥山 1998］を基に筆者が作成した。
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3 ．『明呪大妃大寒林経十萬註』の内容構成

　ŚV の注釈書である ŚVŚS はチベット大蔵経

に収録されており、対応するサンスクリット・

テキスト、漢訳は現在確認されていない。ま

た、注釈対象である ŚV-A 本と ŚV-B 本はチ

ベット大蔵経においてそれぞれ別個に収録され

ているが、ŚVŚS では両者の経典が併せて注釈

されている。両経典と注釈書の引用テキストを

比較すると、内容構成の異同や陀羅尼呪等に相

違が生じているものの、経典の本筋はおおむね

共通している。以下では表 2 の内容構成に従

い、ŚVŚS の内容構成と特色について概略を述

べる。

［0］帰敬偈　　　はじめに世尊と明呪の女王大寒林に帰依することが述べられる。本注釈

書のサンスクリット原題 “ མ་ཧཱ་ཤཱིི་ཏ་བ་ཏིི་བིི་དྱཱ་རཱ་ཛ་སཱུ་ཏཾྲཱཾ་ཏིི་ས་ཧ་ར་ཥ་ཊཱིི་ཀཱ་ནཱ་མ ” は、原文とチベット大蔵経目

録（東北目録、大谷目録）の間で相違がある。例えば、原文の - ས་ཧ་ར་ཥ་ཊཱིི་ཀཱ་ -（saharaṣaṭīkā）

に対応する箇所について、東北目録では -śatasahasraṭīkā- と示され、原文の表記は注に記

されている。原文では意味が不明瞭であるため、本論文ではチベット大蔵経目録に従い表

記する 15。なお、カルマヴァジュラ著のほかの五護陀羅尼経典に関する注釈書においても

同様のことが生じており（本論文「資料」の注 45 を参照）、訳者はいずれもアモーガヴァ

ジュラ Amoghavajra である。

［1］ŚV-A 本の注釈16　　　ŚVŚS の前半部では ŚV-A 本の注釈がなされる。ŚV-A 本と引

用テキストの具体的な比較は後述するため、ここでは注釈の概要を簡単に述べる。冒頭に

「次のように私は聞いた」の「私」とはアーナンダ、「説く者」とは「世尊」であること

や、「世尊」を表すチベット語 ʻ བཅོོམ་ལྡན་འདས་ ’ の意味が示される。例えば ʻ བཅོོམ་ ’「打ち倒す」

とは四魔（蘊魔、煩悩魔、死魔、天子魔）を倒すことなどである。

　また、本経典が説かれる場であるラージャグリハについて、カルマヴァジュラは以下の

［0］帰敬偈
［1］ŚV-A本の注釈
　［1.1］ラーフラ尊者の苦悩
　［1.2］世尊の問いかけ
　［1.3］寒林陀羅尼

［2］　ŚV-B本の注釈
　［2.1］世尊と四天王の対話
　［2.2］四天王の陀羅尼
　［2.3］四天王の誓願
　［2.4］世尊の大寒林陀羅尼
　［2.5］陀羅尼による地や空の変化
　［2.6］毘沙門天の陀羅尼呪
　［2.7］貴い『大寒林陀羅尼』の保持、読誦
　［2.8］四天王の帰還
　［2.9］今までのあらましと四衆の歓喜

［3］奥付

表 2．ŚVŚS内容構成 14

14 この表は D, No.606 P, No.308、D, No.562 P, No.180、D, No. 2693 P, No.3517、［園田 2016, 2018］を参考
に筆者が作成した。

15 そのほか、原文に - རཱ་ཛ་ -（rāja, 王）とあるが、東北目録では rājñī（女王）とある。
16 経典の本筋はほぼ同一であるものの、ŚVŚS には ŚV-A 本の本文に欠いている固有名詞等の引用が複

数個所存在する。
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ように注釈している。ラージャグリハとは、ダンダカ Daṇḍaka
17、カリンガ Kaliṅga

18、マ

ガダ Magadha
19 という 3 国を有しており、マガダ国において未熟な者が偉大な聖者を傷つ

け、聖者の口から出現した火が 3 国を燃やして 3 つの墓場となった、という 20。

　ŚV の経題にかかわる「明呪の女王寒林大杖 21」という語に関しては、「『明呪の女王』

とは法身、『寒』とは報身、『林』とは応身、『杖』とは一切の処罰から解放されるもの」

と述べられている。本注釈書名に「杖」の語は入っていないが、前章で述べた通りチベッ

ト語訳 ŚV-A 本の経題に「杖」22 という語が含まれることによると思われる。なお、杖は

仏教において持物の他に処罰や受難の一つとして知られている。例えば初期大乗経典の一

つ『法華経』「妙音菩薩品」では、観音菩薩（観自在）の名を唱えることで刀杖が破壊さ

れ解放されると説かれている 23。ŚV-A 本の原本では杖の機能や理由について詳しく説か

れていないが、ŚVŚS 全体には持物としての「杖」が 2 例、そして陀羅尼の機能としての

「杖」が 4 例用いられている。特に後者については、杖等による処罰や、ヤマ等による一

切の恐れから解放されることから「杖」と名付けられたことが述べられている 24。

　そして ŚV-A 本の主要な登場人物であるラーフラについては、若い出家者で、自身が仏

の息子であるという思い上がりによって傲慢な者であることが説明される 25。大寒林へ赴

いた理由として、「自身を仏の息子であると思いあがったため、自身で敵を倒すために仏

に請願せず大寒林に行った 26」という（その後、ラーフラは大寒林において様々な鬼神に

傷つけられてしまう）。なお、この ŚV-A 本の成立については、ラーフラの守護に関する

初期仏教経典を祖型として 4 世紀頃に制作された『檀特羅麻油述経』から影響を受けたこ

17 ŚVŚS: “dan ta ka” དན་ཏ་ཀཏ
 プラーナ文献の一つである『ヴァーマナ・プラーマ』Vāmana Purana によると、ダンダカ国およびダ

ンダカーラニヤ Daṇḍakāraṇya は愚かな王ダンダ ʻdaṇḍa’ によって治められていたという。ある時ダン
ダ王は、一人で留守番をしていた自国の少女アラジャAraja に言い寄り不貞を働いた。王が帰った後
に父シュクラが伝導を終えて帰宅した。アラジャの父は血にまみれたアラジャを見てひどく怒り、バ
ラモンの強い呪いによって 7 晩の間あられを伴う嵐を起こした。ダンダの王国、軍隊、使用人、交通
手段の一切は 7 晩の間に焼き尽くされ、灰と化した。そのため、神々はダンダカーラニヤの森を避け
るようになり、その場所は鬼神の住処になったという。なお、ダンダカーラニヤは『ラーマーヤナ』
Rāmāyaṇa に登場する森としても知られている。

18 ŚVŚS: “ka ling ka” ཀ་ལིིང་ཀ
19 ŚVŚS: “ma ga ta” མ་ག་ཏ
20 རྒྱལ་པོོའིི་ཁབ་ཅེེས་བྱ་བ་ནིི། དན་ཏ་ཀའིི་གོྲོང་ཁེྱེར་དང༌། ཀ་ལིིང་ཀའིི་གོྲོང་ཁྱེེར་དང༌། མ་ག་ཏའིི་གོྲོང་ཁེྱེར་དང་གསུམ་པོོ་ཡོོད་པ་ལས། མ་ག་ཏའིི་གོྲོང་ཁེྱེར་ན། དྲང་སྲོོང་སྒོོམ་

ཆེེན་གཅིིག་ཡོོད་པ་ལས། བིྱིས་པ་གཅིིག་གིིས་གནོོད་པ་བྱས་པས། དྲང་སྲོོང་གིི་ཁ་ནས་མེེ་བྱུང་བས། གོྲོང་ཁེྱེར་གསུམ་པོོ་ཚིིག་བས་དུར་ཁྲོོད་གསུམ་དུ་གྱུར།
21 རིིག་སྔགས་ཀྱིི་རྒྱལ་མོོ་བསིིལ་བའིི་ཚལ་བེེ་ཅོོན་ཆེེན་པོོ་ཞེེས་བྱ་བ་ནིི། རིིག་སྔགས་ཀྱིི་རྒྱལ་མོོ་ནིི་ཆོོས་ཀྱིི་སྐུ་སེྟེ། བསིིལ་བ་ནིི་ལོོངས་སྐུའོོ། །ཚལ་ནིི་སྤྲུལ་སྐུ་སེྟེ། བེེ་ཅོོན་ནིི་ཆང་པ་

ཐམས་ཅད་དང་བྲལ་བར་བེྱེད་པའོ།
22 ŚVŚS の注釈中、陀羅尼の名称に「大杖」が含まれる例が 3 カ所確認された。なお、漢訳経典中でも

同様に「難拏（daṇda ＝杖）大明陀羅尼」と呼称される例が見られる。
23 若復有人。臨當被害。稱觀世音菩薩名者。彼所執刀杖。尋段段壞。而得解脱。（T262, vol.9, p.56, c, 

ll.16-17）
24 なお、ŚVŚS にヤマの持物として「杖」が説かれている。
25 གཅན་ཟིིན་ཞེེས་བྱ་བ་ནིི། གཞོོན་ནུ་ལ་རབ་ཏུ་བྱུང་བ། འདུལ་བའིི་བྱ་བ་མང་པོོ་མིི་ཤེེས་པ། ང་རྒྱལ་གིྱིས་ཁེེངས་ཤིིང་སངས་རྒྱས་ཀིྱི་སྲས་ཡིིན་སེེམས་ནས་ཆོོས་ལ་མ་ཆུད་དོོ། །
26 直接ラーフラの名は示されていないが、「仏の息子」とあることからラーフラを示していると思われ

る。原文は以下のとおりである。
བུད་ཤིིང་ཆེེན་པོོ་སུའིི་ཕོྱོགས་ན་འདུག་གོོ་ཞེེས་བྱ་བ་ནིི། ང་རྒྱལ་ཆེེ་ཞིིང་ཉན་ཐོོས་ཙམ་ལ་འགྲན་ཏེེ། ང་ཡང་ཡང་དག་པར་རོྫོགས་པའི་སངས་རྒྱས་ཀྱིི་སྲས་ཡིིན་སེེམས་ནས། ཐོོས་པ་
མིི་བེྱེད་ཅིིང༌། བཅོོམ་ལྡན་འདས་ལ་ཞུ་བ་མིི་འབུལ་ཞིིང༌། རང་མཐོོང་གིི་ང་རྒྱལ་གྱིིས། ངས་ནིི་དགྲ་བཅོོམ་པ་གྲུབ་པར་བྱ་ཡིི་སྙམ་ནས་དུར་ཁྲོོད་བསིིལ་བའིི་ཚལ་དུ་ཕིྱིན་ཏོོ།
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とが［大塚 2010］によって論証されている 27。ŚV-A 本の特徴の一つである、ラーフラが

鬼神に悩まされた場面について比較すると、『檀特羅麻油述経』のラーフラは「霊鷲山で

夜就寝時に鬼神に悩まされて驚き起きた」28 と説かれており、先に述べた注釈書の記述と

は相違がある。ŚVŚS では一般的に知られるラーフラの性格が注釈において付加されたこ

とが推察される。

　また、本来 ŚV-A 本の原本終結部には世尊が説く大寒林陀羅尼を聞いて有情が歓喜する

場面が説かれるが、注釈ではこの場面を欠いている。代わりに「明呪の心髄の章第一を終

わる29」と結ばれており、続けて ŚV-B 本の注釈が始まる。

［2］ŚV-B 本の注釈　　　ŚV-B 本の注釈も前述した ŚV-A 本と同様に、概ねテキストに

従って注釈される。内容は世尊と四天王との対話が中心に構成されているが、過去・未

来・現在の仏や、仏弟子、四天王への帰敬偈、大寒林陀羅尼の功徳や陀羅尼呪を欠くな

ど、一部の構成に異同が見受けられる。

　また、ŚV-B 本は ŚV-A 本とは異なり、原本においてラーフラの名は直接明示されない

が、注釈ではラーフラの名が 2 カ所明示されている（［2.9］）。1 カ所目は「『世尊が以上の

ように説いた』とは、若いラーフラのためにこの大寒林経を説いたこと 30」、2 カ所目は

「『比丘』といわれるものはラーフラなど 250 人であるということ 31」と説明されている。

さらに ŚVŚS では ŚV-B 本の末尾に説かれているマンダラ作成の儀軌に関する記述を欠い

ているため、前述の有情が歓喜する場面をもって ŚV-B 本の注釈は終わる。

［3］奥付　　　最後に、カルマヴァジュラによってこの注釈書が作られたことが述べられ

る。以上が ŚVŚS の概略である。

4 ．ŚV-A本とŚVŚSのテキスト内容比較

　チベット語訳 ŚV-A 本（『聖持大杖陀羅尼』）と ŚVŚS における ŚV-A 本テキスト引用部

分を比較すると、ラーフラたちの歓喜の場面や奥付が省略されている以外に大きな違いは

ないものの、比丘の数や、陀羅尼呪で説かれる一部の神々の名称等に異同がある。両者の

内容構成は次の表 3 に示した。以下、チベット語訳 ŚV-A 本と ŚVŚS における ŚV-A 本テ

27 ラーフラの住処について、『檀特羅麻油述経』では霊鷲山、ŚV-A 本のサンスクリット・テキストでは
大寒林にあるインギカ Iṅghika である。両者ともラージャグリハの中であるということが共通する。

28 佛在摩竭國因沙奪山中。時佛子羅云隨佛在山中。羅云夜臥爲鬼神所嬈驚起。（T1391, vol.21, p.908, a, 
ll.6-7）

29 རིིག་སྔགས་ཀྱིི་སྙིིང་པོོ་བརྟག་པ་དང་པོོ་རོྫོགས་སོོ།
30 བཅོོམ་ལྡན་འདས་ཀྱིིས་དེེ་སྐད་ཅེེས་བཀའ་སྩལ་ནས་ཞེེས་བྱ་བ་ནིི། གཞོོན་ནུ་སྒྲ་གཅན་འཛིིན་གྱིི་སེེམས་ཅན་ཐམས་ཅད་ཀྱིི་དོོན་ལ་བསིིལ་བའིི་ཚལ་གྱིི་མདོོ་ཆེེན་པོོ་འདིི་རྒྱས་པར་

བཀའ་སྩལ་ཏེེ།
31 དགེེ་སློོང་དང་ཞེེས་བྱ་བ་ནིི་སྒྲ་གཅན་འཛིིན་ལ་སོོགས་པ་ཉིིས་བརྒྱ་ལྔ་བཅུའོོ།
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キスト引用部分を中心に比較し、

適宜サンスクリット・テキスト、

漢訳を参考にして、テキスト原本

と注釈書で引用されている内容の

相違点について述べる（具体的な

テキストに関しては本論文の資料

を参照。ŚVŚS における ŚV-A 本

のテキスト引用部分を抜粋し、再

構成した）。

　まず比丘の数について、ŚVŚS

では「ある時世尊はラージャグリ

ハ（王舎城）［の］グリドラクータ（霊鷲山）［において］250 人の比丘の大サンガととも

にお座りになった 33」（［1.1］）と述べられる。ŚV-A 本のチベット語訳では「1250 人の比

丘 34」とあり ŚVŚS の記述と異なっている。一方、ŚV-B 本で言及されている比丘の数は

「250 人」であり、ŚVŚS で示されている人数と一致する 35。

　また、陀羅尼呪は大きく分けて 2 回説かれている（［3.2］［3.3］）。ŚVŚS ではその大半

が省略されているが、［3.2］の一部はテキストを引用して注釈がなされている。上記で引

用されているテキストと ŚV-A 本を比較すると相違があり、さらに訳ごとに差異が生じて

いる 36。ŚVŚS および ŚV-A 本のサンスクリット・テキスト、漢訳、チベット語訳の該当

箇所を対照すると以下のとおりである。

　まず、サンスクリット・テキスト（a）では「インドラ王、ヤマ王、ヴァルナ王、ク

ベーラ王、マナスヴィン竜王、ヴァースキ竜王、ダンダキー王、ダンダアグニ王、持国

天、増長天、広目天、1000 人の梵天の主である王、仏世尊である法王の王 37」とある。

　漢訳（b）では「インドラ王、月王、ヴァルナ王、クベーラ王、マナスヴィー竜王、

ヴァースキ竜王、ダンダキー王、1000 人の仏の主である王、仏世尊である法王の王 38」と

ŚV-A本 ŚVŚS
（ŚV-A本引用部分）

［0］帰敬偈
［1］ラーフラ尊者の苦悩
　［1.1］寒林における障り
　［1.2］世尊への謁見

［2］世尊の問いかけ
［3］寒林陀羅尼
　［3.1］目的
　［3.2］陀羅尼前半部
　［3.3］陀羅尼後半部
　［3.4］陀羅尼の保持と効能

［4］ラーフラ尊者たちの歓喜
［5］奥付

［0］帰敬偈
［1］ラーフラ尊者の苦悩
　［1.1］寒林における障り
　［1.2］世尊への謁見

［2］世尊の問いかけ
［3］寒林陀羅尼
　［3.1］目的
　［3.2］陀羅尼前半部
　［3.3］陀羅尼後半部
　［3.4］陀羅尼の保持と効能

表 3．ŚV-A本およびŚVŚSの該当部分の比較 32

32 この表は D, No.606 P,No.308、D, No. 2693 P, No.3517、［園田 2016］を参考に筆者が作成した。
33 འདིི་སྐད་བདག་གིིས་ཐོོས་པའི་དུས་གཅིིག་ན། བཅོོམ་ལྡན་འདས་རྒྱལ་པོོའིི་ཁབ། བྱ་རྒོོད་ཕུང་པོོའིི་ རིི་དགེེ་སློོང་ཉིིས་བརྒྱ་ལྔ་བཅུའིི་ དགེེ་སློོང་གིི་དགེེ་འདུན་ཆེེན་པོོ་དང་ཐབས་

ཅིིག་ ཏུ་བཞུགས་ཏེེ།
34 འདིི་སྐད་བདག་གིིས་ཐོོས་པ་དུས་གཅིིག་ན། བཅོོམ་ལྡན་འདས་རྒྱལ་པོོའིི་ཁབ་ན། བྱ་རྒོོད་ཀྱིི ་ཕུང་པོོའིི་རིི་ལ་དགེེ་སློོང་སོྟོང ་ཉིིས་བརྒྱ་ལྔ་བཅུའིི་དགེེ་སློོང་གིི་དགེེ་འདུན་ཆེེན་པོོ་དང་

ཐབས་གཅིིག་ཏུ་བཞུགས་ཏེེ།
35 サンスクリット・テキストと漢訳では比丘の数について言及されていない。
36 なお、注釈ではそれぞれの神々の身体的特色について説明されている。例えば「ヤマ王とは一面四臂

で体色は黒、どう猛な姿で頭髪は螺旋状に編まれ、右の二臂に剣と杖、左の二臂に羂索と鉤を持ち、
水牛に乗る」等という具合である。

37 indro rājā/ yamo rājā/ varuṇo/ kubero rājā/manasvī rājā/ vāsukī rājā/ daṇḍakī rājā/ daṇḍāgnī rājā/ dhṛtarāṣṭro 
rājā/ virūḍhako rājā/ virūpākṣo rājā/ brahmā sahasrādhipatī rājā/buddho bhagavān dharmasvāmī rājā/

（［Iwamoto 1937b: 3］［Hidas2017: 468］）
38 印捺嚕囉惹 素謨囉惹 嚩嚕𠯆囉惹 矩吠嚕囉惹 麼曩悉尾囉惹 嚩素罽囉惹 難拏仡𩕳囉惹 沒度娑賀娑囉地

跛底囉惹 沒度婆誐挽達麼娑嚩弭囉惹（T1392, p.908, c, l.26 - p.909, a, l.4）
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記述されている。

　チベット語訳 ŚV-A 本（c）では「王、月王、ヤマ王、風天の王、光王、ヴァースキ王

の子息、杖の王、杖を持つ王、1000 人の王ブラフマー、仏世尊である法の王、法の王」

と記述されている。

　そして注釈書の ŚVŚS（d）では「王、インドラ、ヤマ王、ヴァルナ王、王、スーリヤ、

風天の王、光王、心王、ヤマの杖を持つ王、火の杖を持つ王、杖を持つ王、勝利の王、一

切の勝利の王、恐ろしい王、一切を見る王、ブータの王、眷属の王、増長天、広目天、毘

沙門天、サハー世界のブラフマー王、法の王」とある。

　上記 4 種類のテキストを比較すると、ダンダキー王（杖を持つ王）は全てのテキスト

（abcd）に共通して登場した。このことは経典の名称（ダンダ、杖）に関連することによ

るものと思われる。さらに共通点を比較すると、サンスクリット・テキストと ŚVŚS（ad）

間の 8 例が最も多く 39、次にチベット語訳と ŚVŚS（cd）40、サンスクリットと漢訳（ab）41

の間で 7 例確認できた。その中で、ad 間では四天王の名とダンダアグニ王が登場するこ

とが共通しているが 42、bc では言及されていない。反対に、bc のみ月王（素謨囉惹、

རྒྱལ་པོོ་ཟླ་བ་）が登場しているが、ad には記述がない。以上のことから、陀羅尼の異同に関し

てはサンスクリット・テキストと ŚVŚS、漢訳とチベット語訳間において共通点が比較的

多く見られることが特徴的である（次ページの表 4 参照）。

5 ．まとめ

　ŚV と見なされる経典は ŚV-A 本と ŚV-B 本の 2 種の存在が確認されており、チベット大

蔵経ではそれぞれ別個の経典として収録されている。以前筆者が両経典の内容を比較検討

した際、内容構成が大きく異なることから広本と略本という関係ではないことを推察し

た。本論文で取り上げた ŚVŚS では、ŚV-A 本の注釈の終わりに「明呪の心髄の章第一を

終わる」と記された後に ŚV-B 本の注釈が続く。この「明呪の心髄の章」に関しては章の

名前を示している可能性がある他に、経典の分量が少ない明呪（ŚV-A 本）が ŚV-B 本の

心髄であるという両者の関係性を示唆していることも考えられる。

　以上のように内容や経題が異なる 2 種の経典が ŚV と見なされた経緯は未だ明らかでは

ないものの、二つの経典が一つの注釈書に含まれた背景については以下の 2 点が推察され

る。1 点目に、当時 ŚV と見なされていた両テキストを注釈者が意図的に合体させて注釈

39 インドラ王、ヤマ王、ヴァルナ王、杖を持つ王、火の杖を持つ王、増長天、広目天、梵天王
40 ヤマ王、杖を持つ王、梵天王、王、風天の王、光王、法の王
41 インドラ王、ヴァルナ王、クベーラ王、マナスヴィン竜王、ヴァースキ竜王、ダンダキー王、仏世尊

である法王
42 四天王のうち、サンスクリット・テキストでは持国天・増長天・広目天、ŚVŚS では増長天・広目天

が登場する
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ŚV-A本 ŚVŚS
（d）

共通
パターンサンスクリット・

テキスト（a）
漢訳
（b）

チベット語訳
（c）

daṇḍakī rāja　
ダンダキー王

難拏仡𩕳囉惹
ダンダキー王

རྒྱལ་པོོ་བེེ་ཅོོན་མད་
杖を持つ王

རྒྱལ་པོོ་དབྱུག་ཏོོ་ཅན་
杖を持つ王 abcd

vāsuki rāja
ヴァースキ竜王

嚩素罽囉惹
ヴァースキ竜王

རྒྱལ་པོོ་ནོོར་རྒྱས་ཀྱིི་བུ་
ヴァースキ王の子息

abcbuddho bhagavān 
dharmasvāmī rāja
仏世尊である法王の王

沒度婆誐挽達麼娑嚩弭囉
惹
仏世尊である法王の王

སངས་རྒྱས་བཅོོམ་ལྡན་འདས་ཆོོས་ཀྱིི་རེྗེ
仏世尊である法王

indra rāja　インドラ王 印捺嚕囉惹　インドラ王 དབང་པོོ་　インドラ abdvaruṇa rāja　ヴァルナ王 varuṇa rāja　ヴァルナ王 རྒྱལ་པོོ་ཆུ་ལྷ་　ヴァルナ王
yama rāja　ヤマ王 རྒྱལ་པོོ་གཞིིན་རེྗེ་　ヤマ王 རྒྱལ་པོོ་ག ཤིིན་རེྗེ་　ヤマ王 acd
brahmā sahasrādhipatī 
rāja　1000人の梵天の
主である王

རྒྱལ་ཙངས་པ་སོྟོང་ལྡན་
1000人の梵天王

རྒྱལ་པོོ་མིི་མཇེེད་ཀྱིི་བདག་པོོ་ཚངས་པ་
サハー世界の梵天王

kubera rāja　クベーラ王 矩吠嚕囉惹　クベーラ王
abmanasvin rāja

マナスヴィン竜王
麼曩悉尾囉惹
マナスヴィン竜王

daṇḍāgni rāja
ダンダアグニ王

རྒྱལ་པོོ་མེེའིི་དབྱུག་ཏོོ་ཅན་
火の杖を持つ王 advirūḍhako rāja　増長天 རྒྱལ་པོོ་འཕགས་སྐྱེེས་པོོ་　増長天

virūpākṣo rāja　広目天 རྒྱལ་པོོ་མིིག་མིི་བཟང་　広目天
素謨囉惹　月王 རྒྱལ་པོོ་ཟླ་བ་　月王 bc

རྒྱལ་པོོ་　王 རྒྱལ་པོོ་　王（1回目）
cdརྒྱལ་པོོ་གཟིི་ཅན་　光王 རྒྱལ་པོོ་གཟིི་ཅན་　光王

ཆོོས་ཀྱིི་རྒྱལ་པོོ་ 　法の王 ཆོོས་ཀྱིི་རྒྱལ་པོ　ོ法の王
རྒྱལ་པོོ་རླུང་ལྷ་　風天の王 རྒྱལ་པོོ་རླུང་ལྷ་　風天の王

dhṛtarāṣṭro rāja　持国天 a
沒度娑賀娑囉地跛底囉惹
1000人の仏の主である王 b

རྒྱལ་པོོ་བེེ་ཅོོན་　杖の王 c
རྒྱལ་པོོ་　王（2回目）

d

ཉིི་མ་　スーリヤ
རྒྱལ་པོོ་སེེམས་　心王
རྒྱལ་པོོ་ག ཤིིན་རེྗེའིི་དབྱུག་ཏོོ་ཅན་
ヤマの杖を持つ王
རྒྱལ་པོོ་རྒྱལ་བ་　勝利の王
རྒྱལ་པོོ་རྣམ་པར་རྒྱལ་བ་
一切の勝利の王
རྒྱལ་པོོ་འཇིིགས་པ་
恐ろしい王
རྒྱལ་པོོ་རྣམ་པར་གཟིིགས་
一切を見る王
རྒྱལ་པོོ་འབྱུང་པོོ་
ブータの王
རྒྱལ་པོོ་ཡུལ་འཁོོར་སྲུང་
眷属の王
རྒྱལ་པོོ་ལུས་ངན་པོོ་
毘沙門天

表 4．ŚVの陀羅尼呪（［3.2］）にあらわれる神々の対照表 43

43 この表は［Iwamoto 1937b: 3］［Hidas2017: 468］、T1392、D, No.606 P, No.308、D, No. 2693 P, No.3517、
［園田 2016, 2018］を参考に筆者が作成した。
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を行ったことである。例えば、本来 ŚV-A 本の終結部にあたる「有情が歓喜する場面」を

注釈書では欠いているほか、ŚV-B 本の注釈部分には本来注釈対象の経典に現れないラー

フラに関する記述が含まれている。これらのことが生じた理由は明確ではないが、ラーフ

ラが ŚV-A 本の主要な登場人物であることから、両経典が一つの関連した経典であるとい

う一貫性を持たせるために ŚV-A 本の終結部の構成を調整したり、ŚV-B 本の注釈部分に

ラーフラの名を登場させた可能性がある。あるいは 2 点目に想定されることとして、

ŚV-A 本と ŚV-B 本の内容が元々一つとなっているテキストを注釈者が使用したことがあ

げられる。なお、この場合は従来確認されている ŚV-A 本と ŚV-B 本以外の第 3 の ŚV 文

献が存在したことになるため、新資料の可能性に関しては今後写本研究を進める上で検討

したい。

　また、具体的に ŚVŚS の注釈対象のテキスト部分と ŚV-A 本を比較した際、2 回に分け

て説かれる陀羅尼呪の内容に一部相違が生じている。前半の陀羅尼呪で列挙される神々は

ŚVŚS とチベット語訳で共通する一方、四天王や月王に関してはサンスクリット・テキス

トと ŚVŚS、漢訳とチベット語訳間でより多くの共通点が見受けられた。ŚV の経題にみ

られる多様性と同様に、様々な系統の写本が制作され展開したことがうかがえる。そのほ

か、ŚV-A 本の名称に含まれる ʻdaṇḍa’ の意味に関して「歓喜」「杖」という先行研究の見

解を示したが、本論文で取り上げた「ラージャグリハはダンダカ、カリンガ、マガダとい

う 3 国を有す」という注釈を考慮した場合、杖を意味する ʻdaṇḍa’ 以外にも「ダンダカ国

の地名」あるいは「ダンダ王」や「ダンダーラニヤカ」の森の名も関係した可能性があ

る。特にダンダーラニヤカは『ラーマーヤナ』に登場する主要な場所であることや、邪悪

な王といわれたダンダ王の話が説かれる『ヴァーマナ・プラーナ』にあらわれることか

ら、ŚV-A 本やその原型といわれる『檀特羅麻油述経』といった初期密教経典成立の際に

ヒンドゥー教の影響を受けたことが推察される。ŚV-B 本へのヒンドゥー教の影響につい

ては次回の検討課題としたい。
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【資料】ŚVŚSにおけるŚV-A本再構成テキスト

　以下は ŚVŚS で引用されている ŚV-A 本のテキスト部分を抜粋し、表 3 の内容構成に従

い再構成したものである。比較対象として、チベット語訳 ŚV-A 本を参照し、異同がある

場合は注に示した。なお、シェー（ /, shad）の異同については報告しない。内容構成と各

見出しは本論文「4．ŚV-A 本と ŚVŚS のテキスト内容比較」の表 3 と対応する。ŚV-A 本

の和訳は［園田 2016］を適宜参考にした。

1．使用テキスト

［チベット語訳］

　ŚVŚS）『明呪大妃大寒林経十萬註』

　　　རིིག་སྔགས་ཀྱིི་རྒྱལ་མོོ་ཆེེན་མོོ་བསིིལ་བའིི་ཚལ་གྱིི་མདོོའིི་འབུམ་འགེྲེལ་ཞེེས་བྱ་བ།
　　　　（Mahāśītavatīvidyārājñī-sūtra-śatasahasraṭīkā-nāma）D, No. 2693　N, No. 2316

　ŚV-A）『聖持大杖陀羅尼』འཕགས་པ་བེེ་ཅོོ་ན་ཆེེན་པོོ་ཞེེས་བྱ་པའི་གཟུངས་
　　　　（Ārya-mahādaṇḍa-nāma-dhāraṇī）D, No.606  P, No.308

［サンスクリット校訂テキスト］

　SKT）Mahāśītavatī（Iwamoto1937b）（Hidas2017）

［漢訳］

　CH）『大寒林聖難拏陀羅尼経』No. 1392 宋法天訳 Ad.984

［目録］

　東北） 宇井伯寿・金倉円照・鈴木宗忠・多田等観編 1934『西蔵大蔵経総目録』東北帝

国大学 .
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རྒྱ་གར་སྐད་དུ། མ་ཧཱ་ཤཱིི་ཏ་བ་ཏིི་བིི་དྱཱ་རཱ་ཛ་སཱུ་ཏཾྲཱཾ་ཏིི་ས་ཧ་ར་ཥ་ཊཱིི་ཀཱ་ནཱ་མ 45 ། བོོད་སྐད་དུ། རིིག་སྔགས་ཀྱིི་རྒྱལ་མོོ་ཆེེན་མོོ་བསིིལ་བའིི་ཚལ་གྱིི་མདོོའིི་འབུམ་
འགེྲེལ་ཞེེས་བྱ་བ། རིིག་སྔགས་ཀྱིི་རྒྱལ་མོོ་ཆེེན་མོོ་བསིིལ་བའིི་ཚལ་ལ་ཕྱག་འཚལ་ལོོ།།

འདིི་སྐད་བདག་གིིས་ཐོོས་པའིི་དུས་གཅིིག་ན།བཅོོམ་ལྡན་འདས་རྒྱལ་པོོའིི་ཁབ 47 །བྱ་རྒོོད་ཕུང་པོོའིི་ 48 རིི་དགེེ་སློོང་ཉིིས་བརྒྱ་ལྔ་བཅུའིི་ 49 དགེེ་སློོང་གིི་དགེེ་
འདུན་ཆེེན་པོོ་དང་ཐབས་ཅིིག་ 50 ཏུ་བཞུགས་ཏེེ། དེེའིི་ཚེེ་ན་ཚེེ་དང་ལྡན་པ་སྒྲ་གཅན་ཟིིན་བུད་རྒྱལ་པོོའིི་ཁབ་ཀིྱི་དུར་ཁོྲོད་ཆེེན་པོོ་བསིིལ་བའིི་གནས་ན་བུད་
ཤིིང 51 ་ཆེེན་པོོ་སུའིི་ 52 ཕོྱོགས་ན་འདུག་གོོ།
དེེར་འདིི་ལྟ་སེྟེ། ལྷའིི་གདོོན་ 53 དང༌། ལྷ་མ་ཡིིན་གྱིི་གདོོན་རྣམས་དང༌། ཀླུའིི་གདོོན་རྣམས་དང༌། གནོོད་སིྦྱིན་གྱིི་གདོོན་རྣམས་དང༌། སྲིིན་པོོའིི་གདོོན་རྣམས་
དང༌། མིིའམ་ཅིིའིི་གདོོན་རྣམས་དང༌། ལོྟོ་འཕེྱེ་ཆེེན་པོོའིི་གདོོན་རྣམས་དང༌། དིྲི་ཟའི་གདོོན་རྣམས་དང༌། མིི་མ་ཡིིན་གྱིི་ 54 གདོོན་རྣམས་དང༌། རླུང་ལྷའིི་གདོོན་
རྣམས་དང༌། ཡིི་དགས་ཀྱིི་གདོོན་རྣམས་དང༌། འབྱུང་པོོའིི་གདོོན་རྣམས་དང༌། ཤ་ཟའི་གདོོན་རྣམས་དང༌། གྲུལ་བུམ་གྱིི་གདོོན་རྣམས་དང༌། གཟིིག་རྣམས་
དང༌། བྱ་རོོག་རྣམས་དང༌། 
འུག་པ་རྣམས་དང༌། གོྲོག་སྦུར་དང༌། སིྡིག་བ་རྣམས་ 55 དང་། གཞན་ཡང་མིི་དང༌། མིི་མ་ཡིིན་གྱིི་ 56 སེམས་ཅན་རྣམས་ཀྱིིས་ཚེེ་དང་ལྡན་པ་སྒྲ་གཅན་ཟིིན་ལ་

2．ŚVŚSにおける ŚV-A 本引用部分の抜粋・再構成テキスト

［0］44

［1］

［1.1］46

44 【訳】インド語で Mahāśītavatividyārājasūtraṃti-saharaṣhaṭīkā-nāma、チベット語で「明呪大妃大寒林経
十萬註」と呼ばれる。明呪の女王大寒林に帰依する。

45 本注釈書のサンスクリット原題は、原文とチベット大蔵経目録の間で相違がある。カルマヴァジュラ
著のほかの五護陀羅尼経典に関する注釈書においても同様のことが生じている。

 東北 No. 2690：Mahāsahasrapramardanīsūtraśatasahasraṭīkā（原文：Mahāsahasrapramardanisatasūtraṭīkā）
 東北 No. 2691：Mahāmayūrīvidyārājñīsūtraśatasahasraṭīkā-nāma（原文：Mahāmayurividyārājñāsūtrataṭīkā）
 東北 No. 2692：Mahāmantrānudhārisūtraśatasahasraṭīkā（原文：Mahāmantranuphāraṇisūtrāṃtisaharaṣaṭīkā）
 東北 No. 2693： Mahāśītavatīvidyārājñīsūtraśatasahasraṭīkā-nāma（原文：Mahāśītavatividyārājasūtraṃti-

saharaṣhaṭīkā-nāma）
46 【訳】このように私は聞いた。ある時、世尊はラージャグリハ（王舎城）［において］、グリドラクー

タ（霊鷲山）の比丘 250 の比丘の大サンガとともにお座りになった。そしてその時に、具寿ラーフラ
はラージャグリハの大尸林［である］寒林において大柴火の地の場所にいたのである。

 　そこで次のように、デーヴァの障り、諸々のアスラの障り、諸々のナーガの障り、諸々のヤクシャ
の障り、諸々のラークシャサの障り、諸々のキンナラの障り、諸々のマホーラガの障り、諸々のガン
ダルヴァの障り、諸々の人ではない者の障り、諸々の風神の障り、諸々のガキの障り、諸々のブータ
の障り、諸々のピシャーチャの障り、諸々のクンバーンダの障り、諸々のヒョウの障り、諸々のカラ
スの障り、諸々のフクロウの障り、いも虫や諸々のサソリ、さらに人や人ではない者の有情たちは、
具寿ラーフラに非常に危害を与えたのである。

47 ཁབ ŚV-A ཁབ་ན་「（ラージャグリハ）において、」
48 བྱ་རྒོོད་ཕུང་པོོའིི་ ŚV-A བྱ་རྒོོད་ཀྱིི་ཕུང་པོོའིི་
49 ཉིིས་བརྒྱ་ལྔ་བཅུའིི་ ŚV-A སོྟོང་ཉིིས་བརྒྱ་ལྔ་བཅུའིི་「1250」
 比丘の人数について言及されている記述だが、SKT, CH では言及されていない。なお、ŚV-B 本に説

かれる比丘の数は「250」であり、ŚVŚS の数と一致している。
50 ཅིིག་  ŚV-A གཅིིག་
51 ཤིིང柴火 ŚV-A ཞིིང་「国」？
52 སུའིི ŚV-A ལྟ་བུའིི་「〜のような」
53 ལྷའིི་གདོོན་ ŚV-A ལྷའིི་གདོོན་རྣམས་「諸々のデーヴァ」
54 མིི་མ་ཡིིན་གྱིི་ ŚV-A མིིའིི་「人の」
55 གོྲོག་སྦུར་དང༌། སིྡིག་བ་རྣམས་ ŚV-A གོྲོག་སབུར་དང་། སིྡིག་སྦྲུལ་「いも虫や諸々のサソリと蛇」
 སིྡིག་བ་では意味が不明瞭のため、ŚV-A のསིྡིག་པ་の訳を採用する。
56 མིི་མ་ཡིིན་གྱིི་ ŚV-A མིི་མ་ཡིིན་པའི་
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ནིི་ 57 ཤིན་ཏུ་གཙེེས་སོོ།

དེེ་ནས་ཚེེ་དང་ལྡན་པ་སྒྲ་གཅན་ཟིིན། བྱ་རྒོོད་ཀྱིི་ཕུང་པོོའིི་རིི 59 ་ག་ལ་བ་དང༌། བཅོོམ་ལྡན་འདས་གལ་བ་དེེར་སོོང་སེྟེ། ཕིྱིན་ནས་བཅོོམ་ལྡན་འདས་ཀྱིི་ཞབས་
ལ་མགོོ་བོོས་ཕྱག་འཚལ་ཏེེ། བཅོོམ་ལྡན་འདས་ལ་ལན་གསུམ་བསོྐོར་བ་ 60 བྱས་ནས་བཅོོམ་ལྡན་འདས་ཀྱིི་སྤྱན་སྔར་61 འདུག་སེྟེ 62 ། མཆིི་མ་བླགས་སོོ།

དེེ་ནས་བཅོོམ་ལྡན་འདས་ཀྱིིས་ཚེེ་དང་ལྡན་པ་སྒྲ་གཅན་ཟིིན་ལ་བཀའ་སྩལ་པ། 
སྒྲ་གཅན་འཛིིན་ 64 ཁྱོད་ཅིིའིི་ཕིྱིར་ངའིི་མདུན་དུ་ 65 འདུག་ནས་མཆིི་མ་བླག། 
དེེ་སྐད་ཅེེས་བཀའ་སྩལ་ནས་ 66 བཅོོམ་ལྡན་འདས་ལ་ཚེེ་དང་ལྡན་པ་སྒྲ་གཅན་ཟིིན་གྱིིས་འདིི་སྐད་ཅེེས་གསོོལ་ཏོོ།
བཅོོམ་ལྡན་འདས་རྒྱལ་པོོའིི་ཁབ་ཀྱིི་དུར་ཁོྲོད་ཆེེན་པོོ་བསིིལ་བའིི་ཚལ་ན་ 67 བུད་ཤིིང་ཆེེན་པོོ་ལྟ་བུའིི་ཕོྱོགས་ན་མ་ཆིིས་ 68 ན།དེེར་ལྷའིི་གདོོན་རྣམས་དང༌། ལྷ་
མ་ཡིིན་གྱིི་གདོོན་རྣམས་དང༌། ཀླུའིི་གདོོན་རྣམས་དང༌། གནོོད་སིྦྱིན་གྱིི་གདོོན་རྣམས་དང༌། སྲིིན་པོོའིི་གདོོན་རྣམས་དང༌། མིིའམ་ཅིིའིི་གདོོན་རྣམས་དང༌། དིྲི་
ཟའི་གདོོན་རྣམས་དང༌། ལོྟོ་འཕེྱེ་ཆེེན་པོོའིི་གདོོན་རྣམས་དང༌། མིིའིི་གདོོན་རྣམས་དང༌། རླུང་ལྷའིི་གདོོན་རྣམས་དང་། ཡིི་དགས་ཀྱིི་གདོོན་རྣམས་དང་། འབྱུང་
པོོའིི་གདོོན་རྣམས་དང་། ཤ་ཟའི་གདོོན་རྣམས་དང༌། གྲུལ་བུམ་གྱིི་གདོོན་རྣམས་དང་། གཟིིག་རྣམས་དང་། བྱ་རོོག་རྣམས་དང་། འུག་པ་རྣམས་དང་། གོྲོག་
སྤུར་རྣམས་དང་། སིྡིག་སྤྲུལ་རྣམས་དང་། 69 མིི་དང་མིི་མ་ཡིིན་པའི་ 70 སེམས་ཅན་རྣམས་ཀྱིིས། བདག་ཤིིན་ཏུ་གཙེེས་པ་ལགས་མོོད་ཀྱིི་ 71

དེེ་ནས་བཅོོམ་ལྡན་འདས་ཀྱིིས་ཚེེ་དང་ལྡན་པ་སྒྲ་གཅན་ཟིིན་ལ་བཀའ་སྩལ་པ།

［1.2］58

［2］63

［3］

［3.1］72

57 ནིི་ ŚV-A omit.
58 【訳】それから具寿ラーフラはグリドラクータの場において、世尊の正面に行き、訪れてから、世尊

の足に対して頭で礼拝して、世尊を 3 回（右）遶して、世尊の前に座り、涙を流したのである。
59 བྱ་རྒོོད་ཀྱིི་ཕུང་པོོའིི་རིི་ ŚV-A བྱ་རྒོོད་ཕུང་པོོའིི་རིི་
60 བསོྐོར་བ་ ŚV-A བསོྐོརབ་
61 སྤྱན་སྔར་ ŚV-A སྔར་སྥྱན་
62 འདུག་སེྟེ  ŚV-A ངུས་དེེ་
63 【訳】それから世尊は具寿ラーフラに御言葉を授けた。
 「ラーフラよ。あなたは何故私の前に座り、涙を流すのか？」
 以上のように御言葉を授けてから、世尊に具寿ラーフラは以下のように言った。
 「世尊よ。ラージャグリハの大尸林寒林において、大柴火のような場所に行った時、そ［の場所］で、

神々の障りや、諸々のアスラの障り、諸々のナーガの障り、諸々のヤクシャの障り、諸々のラーク
シャサの障り、諸々のキンナラの障り、諸々のガンダルヴァの障り、諸々のマホーラガの障り、人々
の障り、諸々の風神の障り、諸々のガキの障り、諸々のブータの障り、諸々のピシャーチャの障り、
諸々のクンバーンダの障り、諸々のヒョウの障り、諸々のカラスの障り、諸々のフクロウの障り、い
も虫や諸々のサソリと蛇、人や人ではない者の有情たちは、自身に非常に危害を与えました」

64 སྒྲ་གཅན་འཛིིན་ ŚV-A སྒྲ་གཅན་ཟིིན་
65 དུ་ ŚV-A ན་
66 བཀའ་སྩལ་ནས་ ŚV-A བ་ཀ་འ ལ་པ་དང་།
67 བསིིལ་བའིི་ཚལ་ན་ ŚV-A བསིིལ་བའིི་གནས་ན་
68 མ་ཆིིས་ ŚV-A མཆིིས་「行った」が適切か。
69 སིྡིག་སྤྲུལ་རྣམས་དང་། ŚV-A སིྡིག་སྤྲུལ་རྣམས་དང་། གཞན་ཡད་མིི་དང་།「サソリと蛇、他者や」
70 མིི་དང་མིི་མ་ཡིིན་པའི་ ŚV-A མིི་ལགས་པའི་「人であるもの」
71 བདག་ཤིིན་ཏུ་གཙེེས་པ་ལགས་མོོད་ཀྱིི་ ŚV-A བདག་ལ་ཞིིན་དུ་གཚེེས་ལགས་མོོད།
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སྒྲ་གཅན་ཟིིན་ཁོྱོད་ཀྱིིས་གཟུངས་ 73 ཀྱིི་རིིག་སྔགས་འཁོོར་བཞིི་པོོ་དགེེ་སློོང་རྣམས་དང་། དགེེ་སློོང་མ་རྣམས་དང་། དགེེ་བསྙེེན་རྣམས་དང༌། དགེེ་བསྙེེན་མ་
རྣམས་དང་ 74 བསྲུང་བ་དང༌། བསྐྱབ་པ་དང༌། སྦ་བ་དང༌། ཡུན་རིིངས་པོོའིི་དོོན་དང་ཕན་པ་དང་བདེེ་བར་འགྱུར་བ་ཟུང་ 75 ཤིག།

འདིི་ལྟ་སེྟེ། 77 ཨ་ང་གཱ། བ་ང་གཱ། བྷཾཾ་གཱ་ལ་སོོགས་པའོ 78 ། ། རྒྱལ་པོོ་དང་དབང་པོོ་དང་ 79 རྒྱལ་པོོ་ག ཤིིན་རེྗེ་དང་།
རྒྱལ་པོོ་ཆུ་ལྷ་དང་། རྒྱལ་པོོ་དང་ཉིི་མ་དང་ 80 ། རྒྱལ་པོོ་རླུང་ལྷ་དང་། རྒྱལ་པོོ་གཟིི་ཅན་དང་། 81 རྒྱལ་པོོ་སེེམས་རྒྱལ་པོོ་ག ཤིིན་རེྗེའིི་དབྱུག་ཏོོ་ཅན་རྒྱལ་པོོ་མེེའིི་
དབྱུག་ཏོོ་ཅན་རྒྱལ་པོོ་དབྱུག་ཏོོ་ཅན་དང་རྒྱལ་པོོ་རྒྱལ་བ་རྒྱལ་པོོ་རྣམ་པར་རྒྱལ་བ་རྒྱལ་པོོ་འཇིིགས་པ་དང་རྒྱལ་པོོ་རྣམ་པར་གཟིིགས་དང་རྒྱལ་པོོ་འབྱུང་པོོ་རྒྱལ་
པོོ་ཡུལ་འཁོོར་སྲུང་རྒྱལ་པོོ་འཕགས་སྐྱེེས་པོོ་དང་རྒྱལ་པོོ་མིིག་མིི་བཟང་རྒྱལ་པོོ་ལུས་ངན་པོོ་རྒྱལ་པོོ་མིི་མཇེེད་ཀྱིི་བདག་པོོ་ཚངས་པ་ 82 ཆོོས་ཀྱིི་རྒྱལ་པོོ། འཇིིག་
རེྟེན་ལ་ 83 ཐུགས་བརེྩེ་བ་བླ་ན་མེེད་པ་སྲུང་དུ་ 84 གསོོལ། ཡོོངས་སུ་བསྐྱབ་པ་དང་། ཡོོངས་སུ་གཟུང་བ་དང་། ཡོོངས་སུ་བསྐྱང་བ་ 85 དང་། ཞིི་བ་དང་བདེེ་
ལེེགས་སུ་གྱུར་པ་ 86 དང༌། ཆད་པ་སྤང་བ་དང་། མཚོོན་ཆ་སྤང་བ་ 87 དང་། དུག་བསད་པ་ 88 དང་། དུག་གཞིིལ་བ་དང་། མཚམས་བཅད་པ་དང་། ས་བཅིིང་
བ་མཛད་དུ་གསོོལ།

འདིི་ལྟ་སེྟེ། 90 བཱ་ལ་བཱ་ཏིི། ཙ་ར་མ་ཏིི། 91 ལ་སོོགས་པའོ   92 ། །
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72 【訳】それから世尊は具寿ラーフラに御言葉を授けた。
 「ラーフラよ。あなたは陀羅尼の明呪を、四衆、比丘たちや、比丘尼たち、優婆塞たち、優婆夷たち

（を）守護し、庇護し、隠し、長期にわたって、利益、恩恵、安楽になる（この陀羅尼を）保ちなさ
い。

73 ཁྱོོད་ཀྱིིས་གཟུངས་ ŚV-A ཁྱོོད་ཀྱིིས་བེེ་ཅོོན་ཆེེན་པོོའིི་གཟུངས་「あなたは大杖の陀羅尼の明呪を」
74 རྣམས་དང་ ŚV-A རྣམས་
75 བ་ཟུང་ཤིིག ŚV-A བ་འདིི་ཟུང་ཤིིག「〜になるこれを保ちなさい」
76 【訳】それは以下のとおりである。アンガー、バンガー（bangā）、バンガー（bhaṇgā）などである。
 王や、インドラや、ヤマ王や、ヴァルナ王や、王とスーリヤや、風天の王や、光王や、心王、ヤマの

杖を持つ王、火の杖を持つ王、勝利の王、一切の勝利の王、恐ろしい王、一切を見る王、ブータの王、
眷属の王、増長天、広目天、毘沙門天、サハー世界のブラフマー王、法の王よ。世間に対して慈愛す
る無上の者は、守護のために身に着けよ。一切を庇護し、一切を保ち、一切を保持し、安穏、吉祥に
なり、罰を絶ち、武器を絶ち、毒を消滅し、毒を排除し、境界を分け、場を結ぶために身に着けよ。

77 འདིི་ལྟ་སེྟེ། ŚV-A ཏ་དྱ་ཐཱ།
78 ŚV-A 本に説かれる以下の陀羅尼呪が省略されている。

བ་ང་གཱ། ཏ་ང་གཱ། ཏ་ར་ང་གཱ། ས་རྰྰ་སརཱ། ཏ་རང་གཱ་སྭ། ས་དང་ས། ཛ་དྷ་རཱ། ཨ་ག་ཀ་རེེ། ཨ་རྰྰ་བཱིི་རྰྰ། ཏ་ར་བཱིི་རྰྰ། ཀ་ར་བཱིི་རྰྰ། ཀ་རྒ་ར་བཱིི་རྰྰ། ཙུ་རུ་བཱིི་རྰྰ། ཙུ་རུ་བཱིི་རྰྰ། བཱིི་ཨིི་
ནདྲ། ཨིི་ནདྲ་ཀིི། ས་ར་ཧ་ན་ས་། ཧ་ན་ས་ཀིི་ས་ར། མཅིི་རེེ་ལཱ། མ་ཧཱ་མིི་ད་ཙ། མ་ཧཱ་མིི་ད་ཙ་བ་ཧིི་ཥཱིི་ཀཱ་ཀ་ལིི་ད་ཙ་ཀ་ཨ་ང་ག་ཛ་ཡེེ། ཛེེ་ཡིི་ལིི་ཀཱ། ཨེེ་ལ། ཙིི་ན་ཏ། ལིི་ལིི། ཏིི་ལེེ་
ཏིིལེེ། སུ་མ་ཏིི། བུ་སུ་མ་ཏིི། ཙུ་ལུ་ནད་ཊེེ། ཙུ་ལ་ན་ཊ། ཀུ་ན་ཊིི། ཧ་རྰིི�་ཊ་ཀིི། ན་རྰིི�་ཊ་ཀིི་ཊ་གོོོ�་ར། གན་དྷ་རིི་དྷཱ་ར་ཎིི། དྷཱ་ར་ཎིི། ཨུཥྟ། བིི་བཱིི་ལིི་ཀ། ཨུཥྟ། བིི་བིི་ལིི་ཀེེ། ཀ་ར་ཀ་
རྠིི་ཀེེ། ཀཱ་ཀེེ་ལིི། ཙ་ལ་ནད་ཊིི། ཀ་གིི་མ་ལེེ། ལ་མ་ཏིི་ར་ཀྵ་མ་ཏིི། བཱ་ལ་ཀུ་ལེེ། བ་ད་ས་ལེེ། ཨུ་ན་མིི་ལེེ། ཏ་ར་བཱིི་རེེ། ཏ་ར་ཏ་ར་བཱིི་རེེ། མུ་རུ་བཱིི་རེེ། མུ་རུ་མུ་རུ་བཱིི་རེེ། ཙུ་རུ་ཙུ་རུ་། 
ཙུ་རུ་ཙུ་རུ་བཱིི་རེེ། མ་ཧཱ་བཱིི་རེེ། ཨིི་ར་མ་ཏིི། བ་ར་མ་ཏིི། ར་ཀྵ་མ་ཏིི། ས་རྦ་ཨ་རྠ་སཱ་དྷ་ནིི། པ་ར་མ་ས་ར་སཱ་དྷ་ནིི། ཨ་བྲ་ཏིི་ཧ་ཏེེ།

79 དབང་པོོ་དང་ ŚV-A འདིི་ཟུང་
80 རྒྱལ་པོོ་ཆུ་ལྷ་དང་། རྒྱལ་པོོ་དང་ཉིི་མ་དང་ ŚV-A omit
81 དང་། ŚV-A དང་། རྒྱལ་པོོ་ནོོར་རྒྱས་ཀྱིི་བུ་དང་། རྒྱལ་པོོ་བེེ་ཅོོན་དང་། རྒྱལ་པོོ་བེེ་ཅོོན་མད་དང་། རྒྱལ་ཙངས་པ་སོྟོང་ལྡན་དང་། སངས་རྒྱས་བཅོོམ་ལྡན་འདས་ཆོོས་ཀྱིི་རེྗེ།
82 རྒྱལ་པོོ་སེེམས་རྒྱལ་པོོ་གཤིིན་རྗེེའིི་དབྱུག་ཏོོ་ཅན་རྒྱལ་པོོ་མེེའིི་དབྱུག་ཏོོ་ཅན་རྒྱལ་པོོ་དབྱུག་ཏོོ་ཅན་དང་རྒྱལ་པོོ་རྒྱལ་བ་རྒྱལ་པོོ་རྣམ་པར་རྒྱལ་བ་རྒྱལ་པོོ་འཇིིགས་པ་དང་རྒྱལ་པོོ་

རྣམ་པར་གཟིིགས་དང་རྒྱལ་པོོ་འབྱུང་པོོ་རྒྱལ་པོོ་ཡུལ་འཁོོར་སྲུང་རྒྱལ་པོོ་འཕགས་སྐྱེེས་པོོ་དང་རྒྱལ་པོོ་མིིག་མིི་བཟང་རྒྱལ་པོོ་ལུས་ངན་པོོ་རྒྱལ་པོོ་མིི་མཇེེད་ཀྱིི་བདག་པོོ་ཚངས་པ་ 
ŚV-A omit

83 འཇིིག་རེྟེན་ལ་ ŚV-A འཇིིག་རེྟེན་ཐམས་ཅད་ལ་「一切世間で」
84 བླ་ན་མེེད་པ་སྲུང་དུ་ ŚV-A བླ་ན་མེེད་པས་བདག་ལ་བསྲུད་དུ་「無上の者は、自身に対して守護のために身に着けるべき」
85 བསྐྱང་བ་ ŚV-A བསྐྱབ་པ་
86 སུ་གྱུར་པ་ ŚV-A སུ་འགྱུར་བ་
87 སྤང་བ་ ŚV-A སྦང་པ་（不明）
88 བསད་པ་ ŚV-A གསད་པ་「なくなる」

（ 359 ）
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སྒྲ་གཅན་ 94 བེ་ཅོོན་ཆེེན་པོོའིི་གཟུངས་ 95 ཀིྱི་རིིག་སྔགས་བརྒྱ་རྩ་བརྒྱད་པ་ 96 འདིི། སྐུད་པ་ལ་བཏགས་སམ། མགུལ་ལམ་ལུས་སམ་ལག་པ་ལ་བཏགས་
ན་ 97 ། ཀུན་ནས་དཔག་ཚང་ 98 བརྒྱ་ 99 ཁོོར་ཡུག་ཏུ་དེྲེའམ་མེེ་ཏོོག་རྣམས་དང་ 100 ། ཕྱག་རྒྱ་རྣམས་ཀྱིིས་དེེ་བསྲུང་བར་ 101 བྱས་པར་འགྱུར་རོོ། དེེ་ལ་། མིི་
དང་མིི་མ་ཡིིན་པ་རྣམས་ཀྱིིས་མིི་ཚུགས་པར་འགྱུར་རོོ། མཚོོན་དང་། དུག་དང་། ནད་དང་། རིིམས་རྣམས་ 102 དང་། རིིམས་དྲག་པོོ་དང་། རིིག་སྔགས་དང་། 
གསང་སྔགས་དང་། 103 རོོ་ལོོངས་ 104 དང༌། ཁོྲོ་དུག་ 105 དང་། མེེ་དང་ཆུས་འཆིི་བའིི་དུས་བེྱེད་པར་མིི་འགྱུར་རོོ། རིིག་སྔགས་དང་གསང་སྔགས་དང༌། སོྦྱོར་
བས་ལེེགས་པར་ 106 སྦྱོར་བ་ 107 ཐམས་ཅད་ཀྱིི་ 108 མ་གྲུབ་པ་རྣམས་གྲུབ་པར་ 109 བྱེད་པའོ། གྲུབ་པ་རྣམས་ཆུད་མིི་ཟ་བར་བེྱེད་དོོ 110 ། ཕ་རོོལ་གྱིི་སོྦྱོར་བ་
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89 【訳】それは以下のとおりである。バーラバーティ、チャラマティ。などである。
90 འདིི་ལྟ་སེྟེ། ŚV-A ཏ་དྱ་ཐྰྰ། ཨིི་ལ་མེེ་ལེེ་ཏ་ས་ལཱ། ཨིི་ར་མ་ཏིི།
91 བཱ་ལ་བཱ་ཏིི། ཙ་ར་མ་ཏིི། ŚV-A: བིི་ར་མ་ཏིི། ཙ་ར་མ་ཏིི།
92 ŚV-A 本に説かれる以下の陀羅尼呪が省略されている。

ཕུ་རུ་མ་ཏིི། ཕུ་རུ་ཕུ་རུ་། ཕུ་རུ་ཕུ་རུ་། པ་ ར་ཁུ་རུ་རུ། ཁུ་རུ་མ་ཏིི། བྷུ་མིི་མ་ཎ་ཌེེ། ཀ་ལིི་ཀེེ། ཙ་ཎ་ཌ་ལིི། ཨ་ཀིི་ས་རཱ་ལེེ། ཨིི་ཡཱ་ས། ས་ལ་མ་ཏོོ་ཧུ་སྠུ་ལེེ། ཤ་ལ་ཛ་ཡ་སྠུ་ལེེ། ཙ་ལ་ནཱ་
ཊིི། ཙ་ལ་ནཱ་ཊིི། ནཱ་ག་ན་ན་དྷཱ་ར་ཎཱིི། གོོ་ར་ཧིི་ནིི། གོོ་ལེེ། ཏིི་ཏིི། ཨ་ཎ་ཌ་རེེ། པ་ཎ་ད་རེེ། །ཀེེ་ཡུ་རེེ། ཀེེ་ཏུ་མ་ཏིི། བྷཱུ་ཏིི་ག་མ། བྷཱུ་ཏ་བ་ཏེེ། དྷ་རེྱེ་མ་ཧཱ་པ་ཡེེ། ཨ་ཙུ་ན་དེེ། ཨ་ཙུ་རུ་
ན་དེེ། དྷ་ར་ན་དྷ་ར། ཛ་ཡ་ལིི་ཀཱ། ཛ་ལེེ་གོོ་རོོ་ཧཱ་ནཱ་ཙ་ར་ཧུ་རུ་ཧུ་རུ། རུན་དྷུ་རུན་དྷུ། ཧུ་རུ་དྷུ་མ་ཏིི། དྷ་ར་ན་དྷ་རེེ་དྷ་རེེ། བིི་ཤྭ་མ་ཏིི། ན་ཤྭ་ན། མ་ཏ་དྷ་ནིི། མོོཙནིི། བིིམོོཙནིི། ས་དྷ་
ནིི། ཤོོ་དྷ་ནིི། བིི་ཤོོ་དྷ་ནིི། སིི་གིི་ར་ནིི། ན་ཐཱིི་ར་ནིི། ཨ་ད་ཙིི་ད་ད་ནིི། ས་དྷུ་ཏ་ར་མཱ་ནིི། ཧ་ར་ཧ་ར། ཧིི་རིི་ཧིི་རིི། གིི་རིི་ལེེ། ཧུ་རུ་ཧུ་རུ། བིི་ང་ག་ལེེ་སྭཱ་ཧཱ། །

93 【訳】ラーフラよ。大杖のこの 110 の明呪（偈）を、糸で結ぶか、首か身体か手に結ぶならば、あま
ねく方角から周囲 100 由旬において、鬼か諸々の花や、諸々の印相によって（供養し）それを守護せ
よ。

 そこに人や人ではない者たちが留まることがなくなれ。武器や、毒や、病気や、諸々の疾病や、悪性
伝染病や、明呪や、密呪や、ヴェーターラや、恐ろしい毒や、水や火で死ぬことはなくなれ。明呪や
密呪や実践など、諸々の実践の成就をしない者たちを成就をなすものである。諸々の成就は尽きるこ
とがないのである。他の実践を結びつけるものである。他の掌握から脱するようになるのである。病
気や、苦悩や、諸々の悪鬼が恐れるものになる。争いは完全に静まるようになる。一切の障りを阻止
するようになる。障りによって解放しない者は、その頭はアルジャカの房のように頭が七つの破片に
なるだろう。ヤクシャの大首領であえるヴァジュラパーニ（金剛手）もまた、一切が燃え上がり、大
地が 6 種に振動して燃え上がり、一つの炎となった金剛の炎（によって）、その頭はアルジャカの房
のように頭が七つの破片になるだろう。四天王もまた鉄の輪の鋭い刀の刃のような武器によって駆逐
するようになる。ヤクシャの世界、そこから死んだ後、金剛手の住処（楊柳宮）の都市に住むことを
得られない。

 ラーフラよ。王や野人や、火や、水や、武器や、荒れ野や、侘しい場所や、憂え苦しむ場所に入った
ものは誰であっても、この大杖の陀羅尼の明（呪）を一度唱えれば、一切の罪悪から解き放たれるよ
うになれ。

 ラーフラよ。この大杖の陀羅尼の明呪は、91 のガンガーの河の砂ほど多い覚者仏世尊がお説きになる
だろう。説いた者、説くようになる成就者は完全に成就する。他者によって征服されない。

 神や、ナーガや、ガンダルヴァや、ヤクシャや、アスラや、ガルダや、キンナラや、這って歩くもの
（蛇）などによって称賛された、一切のブータの集団は完全に立ち去り、自身と一切の有情は一切の
災害から吉祥となれ、病気を持たず、また、恐怖を持たないようになれ」

94 སྒྲ་གཅན་ - ŚV-A སངས་རྒྱས་བཅོོམ་ལྡན་འདས་རྣམས་ལ་ཕྱག་འཚལ་ལོོ། ། སྒྲ་གཅན་ཟིིན་ -
95 གཟུངས་ ŚV-A གཟུངས་
96 བརྒྱ་རྩ་བརྒྱད་པ་ ŚV-A བརྒྱ་རྩ་བཅུ་པ་「110」
97 སྐུད་པ་ལ་བཏགས་སམ། མགུལ་ལམ་ལུས་སམ་ལག་པ་ལ་བཏགས་ན་ - ŚV-A སྐུད་པ་ལ་མདུད་དེེ། ལག་པ་ལ་པཏགས་སམ། མགུལ་
 དུ་པཏགས་ན།
98 དཔག་ཚང་ ŚV-A དཔང་ཚད་
 དཔག་ཚད་「由旬」が適切と思われる。
99 ŚV-A བཅུ་
100 དེྲེའམ་མེེ་ཏོོག་རྣམས་དང་ ŚV-A པེེ་ཅོོན་རྣམས་དང༌། མེེ་ཏོོག་རྣམས་དང་།
101 ŚV-A ではཔསྲུང་བ་と記述されているが、བསྲུང་བར་（保護する）が適切と思われる。
102 རིིམས་རྣམས་ ŚV-A རིིམས་ནད་伝染病
103 གསང་སྔགས་དང་། ŚV-A omits.
104 རོོ་ལོོངས་ ŚV-A རོོ་ལངས་「ヴェーターラ」
105 ཁོྲོ་དུག་ ŚV-A ཁོྲོ་གདུག་
106 སྔགས་དང༌། སོྦྱོར་བས་ལེེགས་པར་ ŚV-A སྔགས་སོྦྱོར་བ་རྣམས་ལེེགས་པར་
107 སོྦྱོར་བ་ ŚV-A སོྦྱོར་པ་
108 ཐམས་ཅད་ཀྱིི་ ŚV-A ཀྱིིས་
109 རྣམས་གྲུབ་པར་ ŚV-A རྣམས་ཀྱང་གྲུབ་པར་
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འཆིིང་བའོོ། ཕ་རོོལ་གྱིི་111བཅིིངས་པ་ལས་གོྲོལ་བར་བེྱེད་པའོ། ནད་དང་། མྱ་ངན་དང་། བགེེགས་རྣམས་འཇིིགས་ 112 པར་བེྱེད་པའོ། འཐབ་པ་ 113 རབ་ཏུ་
ཞིི་བར་བེྱེད་པའོ། གདོོན་ཐམས་ཅད་ཟོློག་པར་བེྱེད་པའོ། གདོོན་གང་གིིས་མིི་གཏོོང་བ་དེེའིི་མགོོ་ཨརྫ་ 114 ཀའིི་དོོག་པ་བཞིིན་དུ་ 115 མགོོ་ཆལ་ 116 པ་བདུན་
དུ་འགས་པའོ་ 117 ། གནོོད་སིྦྱིན་གིྱི་དེེད་དཔོོན་ཆེེན་པོོ་ལག་ན་རོྡོ་རེྗེ་ཡང་རོྡོ་རེྗེ་འབར་བ། ཀུན་དུ་འབར་བ། ཀུན་དུ་རབ་ཏུ་འབར་བ། མེེ་ལེྕེ་གཅིིག་ཏུ་གྱུར་པ། 
དེེའིི་མགོོ་ཨ་རྫ་ཀའིི་དོོག་པ་བཞིིན་དུ་ཚལ་ 118 བ་བདུན་དུ་འགས་ 119 སོ། རྒྱལ་པོོ་ཆེེན་པོོ་བཞིིས་ཀྱང་ 120 ལྕགས་ཀྱིི་འཁོོར་ལོོ་སྤུ་གིྲིའིི་སོོ་ 121 ལྟ་བུའིི་མཚོོན་
གྱིིས་ཕུང་བར་བེྱེད་དོོ། གནོོད་སིྦྱིན་གྱིི་འཇིིག་རེྟེན་དེེ་ནས་ཤིི་འཕོོས་ནས། ལྕང་ལོོ་ཅན་གྱིི་ཕོོ་བྲང་འཁོོར་དུ་གནས་པ་མིི་ཐོོབ་པོོ་ 122 །
སྒྲ་གཅན་ཟིིན་རྒྱལ་པོོ་དང་མིི་རྒོོད་དང་། མེེ་དང་། ཆུ་དང་། མཚོོན་དང་། འབོྲོག་དང་། དགོོན་པ་དང༌། མྱ་ངམ་དུ་ 123 སོང་བ་གང་གིི་ 124 བེེ་ཅོོན་ཆེེན་པོོའིི་
གཟུངས་ཀྱིི་རིིག་པ་ 125 འདིི་ལན་ཅིིག་ 126 བརོྗོད་ན། སིྡིག་པ་ཐམས་ཅད་ལས་ 127 ཐར་བར་འགྱུར་རོོ།
སྒྲ་གཅན་ཟིིན་བེེ་ཅོོན་ཆེེན་པོོའིི་གཟུགས་ཀིྱི་རིིག་སྔགས་ 128 འདིི། སངས་རྒྱས་བཅོོམ་ལྡན་འདས་གངྒཱའིི་ཀླུང་དགུ་བཅུ་རྩ་གཅིིག་གིི་བེྱེ་མ་སེྙེད་ཀིྱིས་གསུངས་པ། 
གསུང་བ་ 129 གསུང་བར་འགྱུར་པ་གྲུབ་ 130 མཆོོག་ཏུ་གྲུབ་པ། གཞན་གྱིིས་མིི་ཐུབ་པ།
ལྷ་དང༌། ཀླུ་དང༌། དིྲི་ཟ་དང༌། གནོོད་སིྦྱིན་དང༌། ལྷ་མ་ཡིིན་དང༌། ནམ་མཁའ་ལྡིིང་དང༌། མིིའམ་ཅིི་དང༌། ལོྟོ་འཕེྱེ་ 131 ལ་སོོགས་པས་བསོྟོད་པ། འབྱུང་པོོའིི་
ཚོོགས་ 132 ཐམས་ཅད་ཀྱིིས་ཡོོངས་སུ་བཟུང་བ་སེྟེ། བདག་དང་སེེམས་ཅན་ཐམས་ཅད་གནོོད་པ་ཐམས་ཅད་ལས་བདེེ་ལེེགས་སུ་ 133 གྱུར་ཅིིག་ནད་མེེད་པ་
དང་འཇིིགས་པ་མེེད་པར་གྱུར་ཅིིག།

［4］134（欠）

［5］135（欠）

110 དོོ ŚV-A པའོ
111 གྱིི་ ŚV-A གྱིིས་
112 རྣམས་འཇིིགས་ ŚV-A རྣམ་པར་འཇིིག་
113 པ་ ŚV-A པའི་རྙོོག་པ་
114 ཨརྫ་ ŚV-A ཨ་རྫ་
115 དུ་ ŚV-A omit.
116 ཆལ་  ŚV-A ཚལ་「破片」が適切と思われるため、ŚV-A の訳を採用した。
117 འགས་པའོ་ ŚV-A འགེེམས་སོོ། །粉砕する
118 བ་  ŚV-A པ་
119 འགས་  ŚV-A འགེེམས་
120 བཞིིས་ཀྱང་ ŚV-A བཞིི་ཡང་
121 སྤུ་གིྲིའིི་སོོ་ ŚV-A སྤུ་གིྲི་སོོ་
122 ཐོོབ་པོོ་ ŚV-A འཐོོབ་བོོ།
123 མྱ་ངམ་དུ་ ŚV-A རིི་དང་མྱ་ངན་དུ་「山や憂え苦しむ所に」
124 གིི་ ŚV-A གིིས་
125 རིིག་  ŚV-A རིིག་སྔགས་「明呪」
126 ཅིིག་ ŚV-A གཅིིག་
127 ལས་ ŚV-A ལས་རབ་ཏུ་「〜から完全に」
128 གཟུགས་ཀིྱི་རིིག་སྔགས་ ŚV-A གཟུངས་སྔགས་
129 བ་ ŚV-A གིི་
130 འགྱུར་པ་གྲུབ་  ŚV-A འགྱུར་བ་ 
131 དང༌། གནོོད་སིྦྱིན་དང༌། ལྷ་མ་ཡིིན་དང༌། ནམ་མཁའ་ལྡིིང་དང༌། མིིའམ་ཅིི་དང༌། ལོྟོ་འཕེྱེ་ ŚV-A omits.
132 འིི་ཚོོགས་ ŚV-A omits.
133 བདེེ་ལེེགས་སུ་ ŚV-A བཏེེ་བར་
134 	  བཅོོམ་ལྡན་འདས་ཀྱིིས་དེེ་སྐད་ཅེེས་བཀའ་སྩལ་ནས། ཚེེ་དང་ལྡན་པ་སྒྲ་གཅན་ཟིིན་ཡིིད་རངས་ཏེེ། བཅོོམ་ལྡན་འདས་ཀྱིིས་གསུངས་པ་ལ་མངན་

པར་བསྡོོད་དོོ། །འཕགས་པ་བེེ་ཅོོན་ཆེེན་པོོ་ཞེེས་བྱ་བ་ཐེེག་པ་ཆེེན་པོོའིི་མདོོ། རོྫོགས་སོྟོ། །
ŚVŚS omits., ŚV-A

135 	  ། །རྒྱ་གར་གྱིི་མཁན་བོོ་ཛིི་ན་མིི་ཏྲ་དང་། དཱ་ན་ཤཱིི་ལ་དང་། ཞུ་ཆེེན་གྱིི་ལོོ་ཙྪ་བ་བན་དེེ་ཡེེ་ཤེེས་སྡེེས་བསྐྱུར་ཅིིང་ཞུས་ཏེེ་སྐད་གསར་ཆད་ཀྱིིས་ཀྱང་
བཅོོས་ནས་གཏན་ལ་ཕབ་པ། །
ŚVŚS omits., ŚV-A
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【略号表】

ŚV-A  Mahāśītavatī → Iwamoto Yutaka. 1937b, 『大寒林聖難拏陀羅尼経』（T1392）, phags pa be con 

chen po shes bya ba’i gzungs『聖持大杖陀羅尼』（P, No.308＝583 D, No.606＝958）
ŚV-B  Mahāśītavatī → bsil ba’i tshal chen po'i mdo『大寒林経』（P, No.180 D, No.562）
ŚVŚS  Rig sngags kyi rgyal mo chen mo bsil ba’i tshal gyi mdo’i ’bum ’grel zhes bya ba （D, No. 2693 P, 

No. 3517）
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